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　　　　75,755 人（－ 170）
男　　　37,653 人（－ 80）
女　　　38,102 人（－ 90）
世帯数　30,723 世帯（＋ 24）
（　）内は前月との比較

人の動き【2018/4/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生　40　   転入　356

死亡　99　   転出　467

（表紙写真）葦穂小学校の元気な 1年生

特集   ふるさと再生からみらい創造へ

平成 30 年度 
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「
ふ
る
さ
と
再
生
」
か
ら

　
　
　
　
「
み
ら
い
創
造
」
へ

平
成
30
年
度

石
岡
市
予
算
特
集

は
じ
め
に

本
年
は
、
我
が
国
が
近
代
国

家
へ
踏
み
出
し
た
明
治
元

年
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１
５
０
年
の

節
目
の
年
で
す
。国
に
お
い
て
も
、

こ
の
節
目
の
年
に
、
将
来
に
つ
な

げ
る
施
策
を
展
開
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
時
代
の
岐
路
に
立

ち
、
原
点
を
顧
み
る
こ
と

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る

深
い
思
い
と
誇
り
を
持
て
る

「
郷
土
愛
の
醸
成
」
を
進
め
、

改
め
て
石
岡
の
未
来
を
創
造

す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た

「
ふ
る
さ
と
再
生
」
へ
の
取

り
組
み
は
、
地
域
の
土
台
づ
く
り

で
あ
り
、
多
く
の
施
策
を
一
定
の

レ
ベ
ル
ま
で
押
し
固
め
、
今
、
そ

の
上
に
建
物
が
、
こ
れ
か
ら
の
４

年
間
で
建
ち
上
が
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
基
礎
と
し
て
、
現
在
を
未
来

へ
創
造
し
て
い
く
、
非
常
に
重
要

な
時
期
で
す
。

本
市
の
現
状

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
大
の

課
題
は
、
人
口
減
少
対
策
で
す
。

合
併
当
初
の
約
８
万
１
０
０
０
人

か
ら
約
７
万
４
０
０
０
人
へ
と
、

約
７
０
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
は
、
一
つ
に

「
出
生
率
の
低
下
」
が
あ
り
ま
す
。

本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

３
５
人
と
全
国
平
均
や
県
平
均
を

若
干
下
回
っ
て
お
り
、
安
心
し
て

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
医
療
環

境
の
向
上
や
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
も
必
要
で
す
。

　

二
つ
目
の
要
因
と
し
て
は
「
転

入
を
転
出
が
上
回
る
人
口
の
社
会

減
」
で
す
。
転
入
・
転
出
者
の
多

く
は
30
代
以
下
で
、
就
職
、
転
勤
、

進
学
が
主
な
理
由
で
す
。
魅
力
あ

る
就
業
先
の
確
保
と
通
勤
・
通
学

に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、「
ふ

る
さ
と
再
生
プ
ラ
ン
」「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
石
岡
市
総
合

戦
略
」
が
着
実
に
進
む
に
つ
れ
、

人
口
動
態
に
お
い
て
、
転
入
・
転

出
に
よ
る
減
少
が
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
、
依

然
死
亡
が
出
生
を
上
回
り
、
人
口

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
影
響
は
、
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
、
空
き
家
の
増
加
な
ど
、

賑
わ
い
の
喪
失
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
に
拍
車
を
か
け
て

い
ま
す
。
特
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
災
害
時
や
地
域
福
祉
の

観
点
か
ら
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

み
ら
い
創
造
プ
ラ
ン
へ

　

当
市
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
希

望
ば
か
り
で
は
な
く
、
課
題
も
多

く
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
将
来
像
と
し
て
掲
げ
る

「
誰
も
が 

い
き
い
き
と
暮
ら
し 

輝

く
ま
ち 

い
し
お
か
」
を
目
指
す

た
め
、
ま
た
、
首
都
圏
の
な
か
で

も
個
性
輝
く
魅
力
的
な
ま
ち
と
す

る
た
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
「
み
ら
い
創
造
」
と
定
め

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」「
住
み

続
け
た
い
ま
ち
」で
あ
る
た
め
に
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
と
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

年
度
の
主
な
施
策
と
し
て
は
、
結

婚
・
子
育
て
が
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
や
就
労
機
会
の
充
実
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
公
共
施
設
の
適

正
配
置
や
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
な
ど
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構

造
へ
の
転
換
と
健
康
で
生
涯
に
わ

た
り
現
役
で
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
資
源
の
魅
力
の

向
上
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

い
、
地
域
の
素
材
を
利
用
し
た
石

岡
な
ら
で
は
の
教
育
の
充
実
も
図

り
、
ふ
る
さ
と
石
岡
を
未
来
に
引

き
継
ぎ
、
市
民
が
誇
り
を
持
っ
て

「
石
岡
が
大
好
き
」
と
言
え
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
施
政
方
針
の
全
文
と
、
み
ら
い

創
造
プ
ラ
ン
・
み
ら
い
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
計
画
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
中
で
す
。

今
泉 

文
彦
市
長 

施
政
方
針

（
市
議
会
第
１
回
定
例
会
よ
り
）

▲施政方針

▲計画など



「
み
ら
い
創
造
」
の
着
実
な
推
進
の
た
め
に

　

共
通
テ
ー
マ
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

将
来
構
想
で
あ
る
「
石
岡
か
が

や
き
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
目

標
に
掲
げ
る
「
誰
も
が 
い
き
い

き
と
暮
ら
し 

輝
く
ま
ち 
い
し
お

か
」
を
目
指
す
た
め
、
昨
年
度
、

市
長
任
期
に
連
動
し
た
実
効
性
の

高
い
行
動
計
画
で
あ
る
「
石
岡
み

ら
い
創
造
プ
ラ
ン
」（
平
成
30
～

33
年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
４
年
間
の
市
の
方

針
を
「
み
ら
い
創
造
」
と
定
め
、

今
後
の
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
も
「
石
岡
み

ら
い
創
造
プ
ラ
ン
」
の
中
の
三
つ

の
共
通
テ
ー
マ
・
六
つ
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ベ
ー

ス
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

で
将
来
構
想
の
実
現
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

【将来構想】石岡かがやきビジョン
「誰もが いきいきと暮らし 輝くまち いしおか」

【行動計画】石岡みらい創造プラン
　　　　　※市長任期に連動

⇦

　○ 4 年間の市の方針

みらい創造
■共通テーマ
①人口減少対策

①結婚・子育て応援

②協働 ③行財政改革

■リーディングプロジェクト
②教育改革

③雇用・産業充実 ④魅力アップ観光交流

⑤安全・安心・快適生活 ⑥生涯現役・健康

共
通
テ
ー
マ
と
は
？

　市
が
行
う
全
て
の
施
策
・
事
務

事
業
を
進
め
る
際
に
、
共
通
し
て

踏
ま
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
三

つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
人
口
減
少
対
策

　

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
ま

ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」
を
創
生

し
、
住
み
よ
い
環
境
な
ど
を
目
指

し
て
、
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

石
岡
市
を
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
に
す

る
た
め
、
市
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
市
民
公
益
活
動
団
体
、
事

業
者
お
よ
び
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
分
担
し
、
連
携
・
協
力
す

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

③
行
財
政
改
革
の
推
進
　

　

社
会
保
障
負
担
の
増
加
や
市
税

収
入
の
減
少
な
ど
の
課
題
に
加

え
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
は

高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

市
民
に
期
待
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
た
め
、
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

「
み
ら
い
創
造
」
に
向
け
て
設

定
さ
れ
た
、
特
に
重
要
な
六
つ
の

事
業
の
ま
と
ま
り
の
こ
と
で
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
で
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
平
成
30
年
度
の
主
な
事
業
と
予

算
額
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

01
結婚・子育て応援

プロジェクト

○人口減少抑制
○結婚・子育て環境
　の充実
○子どもの健康や子
　育て費用の支援

02
教育改革

プロジェクト

○自然・歴史を活用
　した教育の推進
○未来の担い手育成
○創意と活力に満ち
　た学校づくり

03
雇用・産業充実

プロジェクト

○農業の振興・企業
　誘致・産業振興
○雇用創出と就業機
　会の充実

04
魅力アップ観光交流

プロジェクト

○地域資源の魅力の
　向上
○情報発信の強化と
　交流人口の増加

05
安全・安心・快適

生活プロジェクト

○災害に対する備え
　の充実
○防災・防犯の推進
○都市基盤の充実

06
生涯現役・健康

プロジェクト

○健康に生活できる
　環境づくり
○生涯現役で暮らせ
　るまちづくり
○スポーツの振興

　　　　　　　３　　　広報いしおか５月１日号　№３０２



 

結婚・子育て応援
プロジェクト

平成 30年度の

石岡みらい創造
プロジェクト

▶前頁でご紹介したリーディングプロジェクト
　に係わる平成30年度の主な事業と予算額（万
　円単位）をお知らせします。

01

▶市立第１・第２保育所を統合し、発達障
　がい児支援相談窓口の拠点機能を併設。
　30 年度は実施設計。32 年度開設予定。

新統合保育所の整備　
　　　　　 1,451 万円

新 発達障がい支援事業　　 　37 万円

新 いばらき出会いサポートセンター
登録補助金　10 万円

▶発達が気になる子どもの保育や保護者の
　支援について専門家のアドバイスを受け
　専門性を高めます。

▶県が支援する（一社）いばらき出会いサポー
　トセンターの登録費用を一部助成。

新は 30 年度新規事業、　　は拡充する事業、

は前年度からの継続事業です。
拡

 

教育改革プロジェクト
02

▶ふるさと学習の成果発表など、子どもた
　ちの郷土愛の醸成と地域社会とのつなが
　りを築くためのサミットを開催。

新石岡市ふるさと学習
サミットの開催　 5 万円

拡 ＩＣＴ環境整備事業 　1,218 万円

新 学校施設個別施設計画の策定
660 万円

▶学習環境充実と学力向上を目指し、中学校
　にタブレット、小学校に大型ディスプレイ
　を順次設置。ＩＣＴ教育を計画的に推進。

▶実情に即した実効性のある個別施設計画
　を学校別に作成し、学習環境の効率的な
　維持を図ります。

 

雇用・産業充実
プロジェクト

03

▶鳥獣被害を抑制するため、捕獲対策に加
　え、研修会や狩猟免許取得支援など、効
　果的な被害防止を図ります。

拡鳥獣被害総合対策
　 1,652 万円

継

雇用創出拠点整備促進調査経費
 　100 万円

企業誘致可能性調査　   284 万円

▶コワーキングスペースやサテライトオフィ
　スなどへの需要・動向調査を実施し、新し
　い働き方の創出、雇用の充実を図ります。

▶企業立地の可能性のある土地の調査を行
　い、土地の強み・弱みを精査し、新たな
　企業の立地誘導を図ります。

継

新

予算特集
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▲今年２月に行われたつくばねマラソンスタート地点の様子



 

 

観光・魅力アップ
プロジェクト

04

▶自転車を活用したまちづくりを推進する
　ため、りんりんタウン構想を策定し、自
　転車環境向上のための整備を実施します。

新りんりんタウン構想の
　策定と推進　   590 万円

新 ステーションパーク活用事業
6,410 万円

新（仮称）里の駅立地可能性調査
　137 万円

▶石岡駅ステーションパーク 1 階に店舗
　ブースを設置し、駅利用者の利便性向上、
　中心市街地への誘客を図ります。

▶道の駅的な機能を持つ、交流拠点施設の
　設置可能性を調査し、整備を検討します。

 

安心・安全・快適生活
プロジェクト

05

▶防災拠点機能を有し、良好な市民サービ
　スが提供可能な庁舎を整備し、平成 31
　年 1 月の供用開始を目指します。

継災害に強い庁舎の整備　
　　26 億 3,165 万円

新 上曽トンネルの整備　   5,000 万円

新 洪水ハザードマップの更新
990 万円

▶交通の安全性を向上し地域間の交流を促
　進することで、新たな連携を通じた地域
　活性化を図ります。

▶ 29 年度に公表された浸水想定区域図に対
　応した洪水ハザードマップの更新を行い、
　市民の安全と防災意識の向上を図ります。

 

生涯現役・健康
プロジェクト

06

▶スポーツに親しみやすい環境整備と、青
　少年の健全育成・健康の増進を目指し、
　30 年度は実施設計を行います。

新柏原サッカー場
人工芝の整備   　236 万円

新 いしおか健康応援プランの策定
　　 356 万円

新 石岡地域市民医療懇談会の開催　
24 万円

▶健康をキーワードとしたまちづくりを積
　極的に進め、条例の制定などを視野に効
　果的な取り組みを進めます。

▶石岡市、小美玉市、かすみがうら市で連
　携し、地域医療のあり方を検討します。

　▶番号は各プロジェクトに対応しています。
　
　　　妊婦歯科健康診査　　　　　 129 万円
　　　産婦健康診査　　　　　　     530 万円
　　　産後ケア事業　　　　             55 万円

　　　放課後児童健全育成事業　  4,746 万円
　　　家庭教育推進事業　　　　     262 万円

　　　農力アップ推進事業　　　　 177 万円

　　　石岡のおまつり魅力アップ  4,752 万円
　　　通勤通学者支援事業　　　  1,602 万円
　　　　
　　　河川監視カメラの設置　　　　52 万円
　　　特定空家等解体費用補助金　　90 万円
　　　空家バンク活用促進助成金　　25 万円

　　　がん検診等推進事業　　　     357 万円
　　　国体開催準備事業　　　 1 億 325 万円

新

新

新

01

02

03

04

05

06

新

継

拡

新

拡

新

新

新

新

新

■その他の主な事業
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予算特集

平
成
30
年
度

　一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

３
２
０
億
６
０
０
０
万
円

320 億
6,000 万円

市税（0.6%）
97 億 6,066 万円

地方交付税（△ 2.5%）
66 億 9,300 万円

20.9％
国庫支出金（△ 0.4%）

42 億 501 万円
13.1％

市債（△ 18.4%）
28 億 2,750 万円

8.8％

県支出金（2.8%）
20 億 8,512 万円

6.5％

繰入金（30%）
25 億 1,234 万円

7.8％

4.0％

地方消費税
交付金（9.8%）
12 億 7,940 万円

諸収入（17.7%）
7 億 2,868 万円

2.3％

その他
19 億 6,829 万円

6.1％

民生費（0.1%）
113 億 3,939 万円

35.4％

総務費（△ 12.1%）
52 億 7,755 万円

16.5％
33 億 2,003 万円

10.4％

教育費（30%）

公債費（△ 8.2%）

32 億 5,532 万円
10.1％

土木費（△ 7.4%）

27 億 8,371 万円
8.7％

衛生費（18%）
23 億 4,621 万円

7.3％

消防費（3.2%）
13 億 7,793 万円

4.3％

農林水産業費（△ 7.3%）
10 億 669 万円

3.1％

商工費（25.1%）
7 億 299 万円

2.2％

　

一
般
会
計
と
は
、
福
祉
・
医
療
・

教
育･

道
路
な
ど
基
礎
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で

す
。
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
３
２
０
億
６
０
０
０
万
円
で

前
年
度
比
で
△
0.3
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
、

歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入
の
内
訳

　

歳
入
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
市
税
は
、
緩
や
か
な

景
気
回
復
基
調
の
影
響
も
あ
り
、

97
億
６
０
６
６
万
円
と
前
年
度
比

0.6
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
比
△
2.5
％
と

減
少
し
て
お
り
、ト
ー
タ
ル
で
は
、

１
億
円
の
減
収
（
対
前
年
度
比
で

△
0.3
％
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

30.5％

一般会計　歳入内訳 

320 億
6,000 万円

※（）内は各科目の前年度比 

一般会計　歳出内訳 （目的別）
※（）内は各科目の対前年比 

その他
6 億 5,018 万円

2％

歳
出
の
内
訳

　

歳
出
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
民
生
費
は
、
児
童
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
福
祉
や
生

活
保
護
な
ど
に
係
る
費
用
で
、
前

年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

　

そ
の
他
の
歳
出
に
つ
い
て
は
、

４
・
５
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
「
み

ら
い
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
記

載
事
業
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
予
算
の
詳
細
は
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

　

て
い
ま
す
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問財
政
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

■建設が進む新庁舎の完成イメージ
　（H31.1 供用開始予定）
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平
成
30
年
度

　特
別
会
計
の
予
算
総
額
は

２
０
４
億
９
８
２
８
万
円

■下水道事業特別会計
21 億 6,834 万円（△ 6.2%）
下水道整備区域内の受益者負担
金や実際に使用した人の使用料
のほか、一般会計からの繰入金
によって、下水道事業の管理運
営を行っています。

■駐車場特別会計
2,760 万円（7.5％）
石岡駅周辺の駐車場の維持管理
を行っています。

■農業集落排水事業特別会計
3 億 4,978 万円（5.5％）
出し山、関川、東成井、石岡西
部、恋瀬の各地区施設の維持管
理などを行います。

■霊園事業特別会計
1,760 万円（△ 5.3％）
龍神山と半ノ木の市営霊園の維
持管理を行っています。

■介護サービス事業特別会計
3 億 1,232 万円（△ 3.5％）
特別養護老人ホーム「のぞみ」
の運営に要する経費や、地域包
括支援センターが行う介護予防
支援に関する経費です。

■後期高齢者医療特別会計
8 億 3,729 万円（8.4％）
75 歳以上の人と、65 歳以上で
一定の障がいがある人は、医療
の給付を受けられます。制度の
運営は茨城県後期高齢者医療広
域連合が行い、市は保険料の徴
収や窓口業務を行っています。

■水道事業会計
7 億 6,013 万円（△ 12.8％）
※収益的・資本的支出の合計
八郷地区の水道用水の供給、水
道事業の計画と工事、水道料金
の徴収などを行っています。

※（　）内は各会計の前年度比

その他の特別会計

公営企業会計

　

市
に
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
に
、

九
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
法
律
の
規
定
に

基
づ
く
も
の
と
、
収
支
を
一
般
会

計
と
分
け
て
経
理
し
た
方
が
効
率

的
で
あ
る
た
め
に
設
け
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
特
別
会
計
予
算

総
額
は
２
０
４
億
９
８
２
８
万

円
で
、
対
前
年
比
で
△
8.7
％
と
約

19
億
５
５
０
０
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
特
別
会

計
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
予
算
額
が

大
き
い
も
の
と
し
て
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
な
ど
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
よ
り
効
率
的
で
適
正

な
事
業
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

国民健康保険特別会計 86 億 5,628 万円（△ 18.2％）

介護保険特別会計 73 億 6,894 万円（2.2％）

▶国民健康保険は、加入者からの保険税や国・
県からの補助によって、医療費の補助を行う
制度です。これにより、加入者の皆さんは安
心して病院などの医療機関にかかることがで
きます。

▶介護保険は、費用の半分を市と国・県、も
う半分を被保険者が負担する仕組みになって
います。市はこのお金を、被保険者が受けた
介護や支援のサービスに応じ、その事業者へ
支払っています。
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知
っ
て
お
き
た
い
、

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
仕
事

相
談
で
き
る
人
は
、
身
近
に
い
ま
す
か
？

「相談にのり、解決できる窓口につなぐ。
　　　　　　　　　　　それが民生委員の仕事です」

三輪康史会長（石岡市民生委員児童委員協議会連合会）に、
民生委員の活動についてお話を伺いました。

■民生委員の活動を始めたきっかけは？
　東京で会社員をしていましたが、定年退職をきっかけに実家の
ある八郷地区に戻りました。長男でしたし、実家に家族を残して
の単身赴任でしたので、頻繁に行き来はしてましたね。
　生まれ育った故郷が大好きで、地域のためになるならばと、U
ターンしてすぐに民生委員を務めました。

■困ったことがあったら、頼ってほしい
　表立っては見えにくいですが、実は悩みを抱えている、不安に
思いながら暮らしている人は多いのだということを、活動のなか
で、強く感じます。
　仕事のこと、体調のこと、子どものことで悩んでいるけど、
他人には知られたくないという気持ち、よく分かります。ただ、
もうちょっと早く SOS を出してくれれば、いや気付けていれば、
ここまでにならなくてすんだというケースも多いんです。
　相談できる人が近くにいない、どこに相談したらいいのか
分からない。そんなときのために、私たち民生委員はいます。
　困ったことがあったら、地域の民生委員を頼ってください。

た
ち
の
暮
ら
す
地
区
に
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以

下
、
民
生
委
員
）
と
い
う
人
た
ち

が
い
る
こ
と
を
、ご
存
知
で
す
か
？

　

定
期
的
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
れ
、
見
守
り
活
動
を

行
っ
た
り
、
悩
み
を
抱
え
る
人
の

話
し
を
聞
き
、
市
役
所
な
ど
の
相

談
窓
口
に
つ
な
ぐ
と
い
っ
た
活
動

を
し
て
い
る
人
た
ち
で
す
。

あ
な
た
の
地
区
の

　   

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

東
・
府
中
・
城
南
・
国
府
・
八

郷
地
区
の
５
つ
の
地
域
に
分
か

れ
、
計
１
６
２
人
の
民
生
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
各
地
区
ご
と
の
主
任
児
童
委

員
が
含
ま
れ
て
い
て
、
子
育
て
に

関
す
る
支
援
を
専
門
で
行
っ
て
い

ま
す
。

自
分
の
地
区
の

民
生
委
員
さ
ん
を
知
り
た
い

　

民
生
委
員
は
、
地
域
の
こ
と
に

詳
し
く
、
社
会
福
祉
の
活
動
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
な
ど
の
観
点
か

ら
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
法
に
基
づ

い
た
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内

容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
担
当
委
員

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
ご
紹
介

し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

私

三輪康史会長（担当は北之内・新田地区）。定年退職後、U ター
ンした直後から民生委員を務める。3 年任期で、現在 5 期目。

5 月 12 日�は民生委員・児童委員の日。12 日�～ 18 日㊎は活動強化週間です。

▲昨年は民生委員制度が始まって 100 周年の記
念イヤー。東地区では民生委員の仕事を知っても
らおうと 11 月にイオン石岡店で街頭 PR 活動を
行いました。
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あなたの悩み、各種相談窓口

▶「生活に困っている・仕事が見つからない・
家賃を払えない」などの問題を抱える生活困
窮者（生活保護受給者を除く）に対して、専
任の相談員が関係機関と連携しながら、解決
や自立への支援を行います。
日時／平日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
場所／石岡市役所
問     社会福祉課（内線 463）

生活困窮者自立支援相談

▶総務大臣から委嘱された行政相談委員が、
国や県など行政に関する相談を受け付け、制
度や運営の改善に生かしていきます。
＜石岡市役所 会場＞
日時／５月 10 日木・９月６日木・平成 31
年１月 10 日木　午後１時～３時 　
＜中央公民館 会場＞
日時／７月 12 日木・11 月１日木・平成 31
年３月７日木・午後１時～３時　　　
行政相談委員（敬称略）
・矢口輝行（谷向町）・谷島かおり（瓦谷）
・松﨑守男（須釜）
※特設相談は 10 月開催予定です。
問 総務省 茨城行政監視行政相談センター
　☎ 029-２２１-３３４７
　本  秘書広聴課（内線 212）

総務省の行政相談

毎月 15 日号の広報石岡でも、相談日をご案内しています。相談は無料、秘密は厳守されます。

▶弁護士が、相続・離婚・金銭貸借等の民事
事案の相談に応じ、紛争解決の方法等を助言
します。（書類作成などの実務はできません）
日時／第 1・2・3・4 火曜日 午後 1 時～ 4 時
場所／石岡市役所
※第 1 火曜日のみ八郷総合支所
問     秘書広聴課（内線 212）

法律相談（要予約）

▶離婚、配偶者やパートナーからの暴力、セ
クシャルハラスメント、家庭の悩みなど、女
性の抱える様々な問題に対し、専門の女性相
談員がアドバイスします。
日時／第 2・3・4 木曜日 午後 1 時 30 分～ 4 時
場所／石岡市役所
問     政策企画課（内線 226）

女性のための困りごと相談（要予約）

▶やむを得ない事情で市税の納付が困難な場
合は、一人で悩まず、早めにご相談ください。

【休日納税相談】日時／第 1・2・3・4 土曜日 
午前 9 時～午後 4 時
場所／石岡市役所

【夜間納税相談】日時／第 1・2・3・4 水曜日 
午後 5 時 15 分～ 7 時
場所／石岡市役所
問     収納対策課（内線 111）

休日・夜間納税相談

▶民生委員や市役所・警察官の OB などが、
日頃悩んでいること、困っていることについ
てアドバイスします。
日時／①隔週金曜日②隔週木曜日
　　　午後 1 時～ 3 時
場所／①ひまわりの館
　　　②農村高齢者センター（柿岡小学校隣）
問市社会福祉協議会　☎ 22-2411

心配ごと相談

▶「学校に行きたいが行けない」、「学習につ
いていけない」などの悩みを抱える小中学生
とその家族に寄り添います。
日時／平日（午前 9 時 30 分～午後 5 時）
場所／教育相談室（府中小学校 2 号館内）
-----------------------------------------------------------------
　教育相談室には、体験学習や教科学習を行
う適応指導教室（あすなろ）や、発達に心配
のある子どもを対象に支援を行うひまわり教
室（3 歳児～就学前）などもあります。
問教育相談室
☎ 24-5519（職員不在時は留守番電話）

教育相談

▶子育て世代包括支援センター（石岡保健セ
ンター内）にある相談室です。お母さんの体
のことから子どもの発達まで、子育てにまつ
わる相談に応じます。
日時／平日 午前 9 時～午後 4 時
問子育て世代包括支援センター☎ 24-1390

子育て相談（要申込）

石岡市役所  ☎ 0299-23-1111本

本

本

本

本
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ま ち の 話 題

　

３
月
22
日
に
、新
ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合（
久

保
田
惠
一
組
合
長
）
と
、
や
さ
と
農
業
協
同
組
合

（
浅
野
建
二
組
合
長
）
か
ら
黄
色
い
帽
子
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
に
は
、
㈱
常
陽
銀
行
の
沢
畑
公き

み
あ
き明

石
岡
支
店
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
に
防
犯
ブ

ザ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

帽
子
や
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

う
と
、
毎
年
、
市
内
の
新
入
児
童
全
員
に
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。
小
学
校
を
通
し
て
配
ら
れ
、
登
下
校

時
の
安
全
を
見
守
り
ま
す
。1久保田組合長（新ひたち野農業

協同組合・写真右）から帽子を受
け取る島田稔紀校長（三村小・平
成 29年度）2浅野組合長（やさ
と農業協同組合・写真左）から帽
子を受け取る櫻井教育長3沢畑石
岡支店長（写真右）から防犯ブザー
を受け取る今泉市長

1 2

3

青空のもと、小学校の入学式が行われました
　4月 9日、市内19小学校で入学式が
行われ、544人の新入生が入学しました。
　7年前、東日本大震災後の間もない時期
に生まれた子どもたちも、ランドセルの
似合うお兄さんとお姉さんになりました。
　今泉文彦市長は、南小で「すべての子
どもたちが健やかに育ち、輝かしい未来
の担い手となるよう支援していきたい」
とあいさつ。櫻井信

まこと

教育長は、葦穂小
で「交通事故にだけは十分に気をつけて
元気に学校生活を送ってほしい」とメッ
セージを送りました。
　葦穂小に入学する 5人の子どもたち
は算数をがんばる！理科の実験が楽し
み！など目を輝かせて、新たな小学校生
活の抱負を話してくれました。
----------------------------------------------------------
　運転手の皆さん、黄色い帽子をかぶっ
た新 1年生が通学路を安心して歩ける
ように安全運転にご協力よろしくお願い
します。

 

今
年
も
新
入
児
童
に
黄
色
い
帽
子
・

　防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た

市内の新 1年生は 544 人

広報いしおか５月１日号　№３０２　　１０　　　　　　　

1「元気にあいさつをしよう、人のお話をよ
く聞こう、そして 5人仲良く過ごそう」と
いう真家好明校長（葦穂小）の話に真剣に耳
を傾ける新入生たち2教科書とノートの贈呈
36年生と手をつないでの入場。緊張が和ら
いだ様子でした

1

2 3



　3月 24 日、6,490 人の卒業生を送り
出した城南中学校（立石義孝校長）で閉
校式典が行われ、57 年の歴史に幕を下
ろしました。　
　今泉文彦市長は「城南中学校で培われ
た精神を、次は石岡中学校というステー
ジで、さらにステップアップしてもらい
たい。市も子どもたちの成長をサポート
していきたい」とあいさつ。
　式典の第 2部は、土浦駐屯地武器学
校「常陸陣太鼓（リーダー邉

ホトリネ

根隆昭氏）」
の和太鼓の音でスタート。体育館いっぱ
に腹の底を打つ力強い太鼓の音色が響き
ました。
　「新たな中学校生活を始める子どもた
ちを、太鼓の音色で力づけたいという思
いで企画しました」と話すのは、常陸陣
太鼓に所属し、城南中の保護者で PTA
副会長を務めた服部直樹さん。
　最後には思い出プレイバックと題し
て、映像が流されました。これは保護者
の岡野かおりさんの手づくりで、昭和、
平成、そして閉校を迎えるまでの 1年
間をまとめた 3部構成。子どもたちへ
の深い愛情を感じる映像は、昨年 7月
頃から着手し、見た写真の枚数は計 1
万枚近く。その中から 300 ～ 400 枚を
選びました。
　「子どもたちが大人になって、城南中
で過ごした日々を思い出したときに、励
まされるものを作りたいと映像づくりに
取り組みました。パソコン講師はしてい
ましたが、映像制作はまったくの素人。
先生たちから写真データをいただき、お
母さん仲間から応援してもらって、作り
上げることができました。私自身、城南
中の出身だったので、思い出を形にして
残したいという気持ちも強く、無事作り
終えられて、ほっとしています」と笑顔
で話してくれました。映像はDVDにして、
記念誌とともに参加者に配られました。
----------------------------------------------------------
　市内の市立中学校は５つになり、4月
10日、入学式が行われ、計603人の新入
生が入学。新たなスタートを切りました。

最後の思い出を刻んだ、城南中 閉校式

1常陸陣太鼓の皆さんによる和太鼓の演奏2心を込めて太鼓を叩く
保護者の服部直樹さん3歩く会、奉仕作業、体育祭など、生徒たち
による思い出発表4笑いあり、涙ありのステージは、生徒自らがス
ポットライトをあてていました5手づくりの映像は子どもたちが大
人になったときのために見返してもらいたいと制作6式典終了後
は、校舎内に設置された展示室を訪れ、卒業アルバムを手に取り、
当時を懐かしむ多くの人の姿。

思い出を力に

1

23

4

5 6
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情報ネットワーク

1石岡市役所　☎ 23︲1111（代表） 　2八郷総合支所　☎ 43︲1111（代表）

ママ同士のつながりをつくれる、
　　子育ての先輩からアドバイスがもらえる

ほっとスペース
　　　　参加者募集
石岡市地域女性団体連絡協議会が、毎年開催している子育て応援
事業です。

広報いしおか５月１日号　№３０２　　１２　　　　　　　

▼
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
中
で
交

　

流
を
深
め
、
一
緒
に
遊
び
食
事

　

を
し
な
が
ら
、
子
育
て
の
楽
し

　

さ
や
悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
ま

　

し
ょ
う
。

対
象
／
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ

　

の
親

内
容
／
子
育
て
の
講
話
、
季
節
の

　

飾
り
づ
く
り
、
ピ
ザ
焼
き
体
験

　

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

参
加
費
／
親
子
で
１
回
３
０
０
円

　
（
10
月
10
日
の
み
５
０
０
円
）

　

※
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
は
各
自

　

持
参

定
員
／
30
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
６
月
８
日
金
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み
（
定
員
に
満

　

た
な
い
場
合
は
随
時
受
け
付
け

　

ま
す
）

開
催
日
・
場
所

６
月
12
日
火
・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
４
日
水
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

10
月
10
日
水
・
朝
日
里
山
学
校

11
月
７
日
水
・
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

12
月
５
日
水
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

２
月
６
日
水
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

※
午
前
10
時
受
け
付
け
、
10
時
30

　

分
開
始
で
、
終
了
は
午
後
１
時

　

頃
で
す
。

　

・
問
₂
生
涯
学
習
課

　
　
（
内
線
１
３
６
５
）

申

ゆ
っ
く
り
め
体
操
教
室

▼
や
せ
た
い
け
ど
運
動
は
苦
手
な

　

あ
な
た
。
か
る
～
い
体
操
か
ら

　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
６
月
５
・
19
日
、
７
月
３
・

　

10
日
火
午
前
10
時
～
11
時

講
師
／
栃
本
恵
子
氏

対
象
／
更
年
期
世
代
の
女
性

定
員
／
15
人

マ
マ
と
一
緒
に
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
！

▼
ベ
ビ
ー
と
の
生
活
の
中
に
え
い

　

ご
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ベ
ビ
ー
と
一
緒
に
歌
え
る
手
遊

　

び
・
子
守
歌
、
子
育
て
え
い
ご

　

を
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。

日
時
／
①
６
月
８
・
22
日
、
７
月

　

13
・
27
日
、
８
月
10
・
24
日
金
午

　

前
９
～
10
時

　

②
６
月
８
・
22
日
、
７
月
13
・

　

27
日
、
８
月
10
・
24
日
金
午
前

　

10
時
15
分
～
11
時
15
分

講
師
／
鈴
木
愛
理
氏

対
象
／
①
３
か
月
～
ハ
イ
ハ
イ
ま
で

　
　
　

②
あ
ん
よ
～
３
歳

定
員
／
①
②
と
も
に
15
組
の
親
子

は
じ
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

▼
初
心
者
で
も
大
丈
夫
！
楽
し
く

　

体
を
動
か
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
13
・
20
・
27
日
水
午

　

後
12
時
45
分
～
１
時
45
分

講
師
／
菱
沼
淳
美
氏

定
員
／
20
人

------------------------------------------

申
込
方
法
／
５
月
２
日
水
～
15
日

　

火
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

　

し
込
み
（
定
員
を
超
え
た
場
合

　

は
抽
選
、
月
曜
日
休
館
日
）

　

・
問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館　

☎
３
５
・
１
１
２
６

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

　
　つ
ぶ
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

▼
外
し
た
キ
ャ
ッ
プ
と

　

ラ
ベ
ル
は
、︻
石
岡

　

地
区
︼
燃
え
る
ご

　

み
、︻
八
郷
地
区
︼
キ
ャ
ッ
プ

　

は
可
燃
ご
み
、
ラ
ベ
ル
は
プ
ラ

　

ス
チ
ッ
ク
で
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を

▼
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
て
ワ

ク
チ
ン
を
購
入
し
発
展
途

上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

送
っ
て
い
ま
す
。

回
収
場
所
／
本
庁
生
活
環
境
課
・

　

支
所
総
務
課
・
支
所
１
階
回
収

　

ボ
ッ
ク
ス
・
坂
田
エ
ン
タ
ー
プ

　

ラ
イ
ズ
（
柏
原
１
︲
１
）

②
「
無
色
び
ん
」
と

　
「
ガ
ラ
ス
類
」は
違
い
ま
す
！

▼
無
色
び
ん
は
コ
ッ
プ
等
の
食
器

　

の
ガ
ラ
ス
類
と
は
分
別
が
異
な

　

り
ま
す
。
び
ん
は
細
か
く
砕
き

　

新
た
な
び
ん
や
建
築
・
園
芸
資

　

材
等
に
リ
サ
イ
ク
ル
。
こ
れ
を

　

効
率
良
く
行
う
た
め
、
キ
ャ
ッ

　

プ
を
外
し
口
元
の
色
別
に
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▼
び
ん
以
外
の
コ
ッ
プ
や
ガ
ラ
ス

　

等
の
割
れ
物
は
︻
石
岡
地
区
︼

　

陶
器
類
、︻
八
郷
地
区
︼
不
燃

　

ご
み
・
カ
ン
。
八
郷
地
区
で
は

　

殺
虫
剤
や
化
粧
品
等
の
薬
品
び

　

ん
は
「
不
燃
ご
み
・
カ
ン
」　

　

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

③
生
ご
み
は
水
切
り
を

　し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
！

▼
水
切
り
ネ
ッ
ト
等
を
使
用
し
袋

　

に
入
れ
る
前
に
さ
ら
に
ひ
と
絞

　

り
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
水
切
り
の
メ
リ
ッ
ト

　

①
悪
臭
・
腐
敗
防
止
に

　

②
臭
い
が
な
く
な
り
猫
や
カ
ラ

　

ス
が
ご
み
を
荒
す
の
を
防
げ
る

　

③
重
量
を
減
ら
し
ご
み
軽
量
化

　

④
ご
み
処
理
場
の
焼
却
効
率
や

　

収
集
車
の
運
搬
効
率
が
向
上
し

　

二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
る

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

募 集

ご
み
出
し
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

お知らせ 申



申
込
期
限
／
６
月
６
日
水

　

・
問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

▼
民
話
・
小
説
・

エ
ッ
セ
イ
な
ど
心

に
響
く
ち
ょ
っ
と

い
い
話
を
集
め
た

朗
読
会
で
す
。
元

茨
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
藤
田

加
奈
子
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で
す
。

日
時
／
５
月
26
日
土
午
後
１
時
～

３
時　

※
事
前
申
込
不
要

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

問
石
岡
中
央
図
書
館
朗
読
同
好

会
（
三
浦
）
☎
２
４
・
２
８
５
５

日
時
／
５
月
20
日
日
午
後
１
時
30

　

分
か
ら

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里 

石
岡
ひ

　

ま
わ
り
の
館

講
師
／
石
井
直
方
氏
（
東
京
大
学

　

ス
ポ
ー
ツ
先
端
科
学
研
究
拠
点

　

・
拠
点
長
）

定
員
／
３
０
０
人
（
定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
／
５
月
10
日
木

主
催
／
ス
ロ
ー
筋
ト
レ
同
好
会

　

・
問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　

わ
り
の
館
☎
３
５
・
１
１
２
６

▼
温
か
み
の
あ
る
パ
ス
テ
ル
を
使

　

い
描
く
心
和
む
ア
ー
ト
で
す
。

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
で
き
、
作

　

品
は
１
日
で
出
来
上
が
り
ま
す
。

日
時
／
①
７
月
５
日
木
・
②
７
月

　

12
日
木
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

　

わ
り
の
館

講
師
／
中
根
弘
子
氏

参
加
費
／
１
回
３
０
０
円

定
員
／
１
回
10
人
（
定
員
を
超
え

た
ら
抽
選
）

　　　　　　　１３　　広報いしおか５月１日号　№３０２

▼
芸
術
海
外
交
流
会
茨
城
支
部
で

　

は
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー

　

ル
の
学
生
10
人
を
受
け
入
れ
る

　

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

受
入
期
間
／
７
月
８
日
日
～
29
日
日

申
込
締
切
／
５
月
中
旬

　

・
問
芸
術
海
外
交
流
会
茨
城
支
部

☎
０
９
０
・
８
７
７
７
・
１
２
８
５

（
植
田
）

☎
０
９
０
・
１
４
６
７
・
５
７
２
１

（
渡
辺
）

▼
県
の
委
託
事
業
で
就
労
支
援
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
／
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家

　

庭
の
父
、
寡
婦
家
庭
で
全
日
程

　

出
席
で
き
今
後
就
労
を
希
望
す

　

る
人

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修

期
間
／
６
月
10
日
日
か
ら
14
日
間

　
（
日
の
み
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

定
員
／
20
人

テ
キ
ス
ト
代
／
６
０
０
０
円
（
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
代
３
９
２
円
）

申
込
期
限
／
５
月
22
日
火

■
介
護
事
務
講
座

期
間
／
10
月
７
日
日
か
ら
８
日
間

　
（
日
の
み
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

定
員
／
20
人

テ
キ
ス
ト
代
／
３
０
０
０
円
（
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
代
２
２
４
円
）

試
験
代
／
６
５
０
０
円

申
込
期
限
／
８
月
31
日
金

--------------------------------------

場
所
／
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

　

合
会
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

申
込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　

て
申
し
込
み
（
石
岡
市
役
所
こ

　

ど
も
福
祉
課
に
も
設
置
）

そ
の
他
／
２
歳
児
以
上
で
あ
れ
ば

　

事
前
登
録
で
託
児
所
の
利
用
可
。

　

一
定
条
件
を
満
た
す
と
交
通
費

　

の
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
８
４
９
７

健
康
長
寿
の
た
め
の
筋
肉

づ
く
り
「
ス
ロ
ー
筋
ト
レ

の
す
す
め
」

講 演 会申

パ
ス
テ
ル
和
な
ご
みア
ー
ト
講
座

講 座

申

第
10
回 

大
人
の
た
め
の

　
　
　
　
　

お
は
な
し
会

講 座

フ
ラ
ン
ス
人
学
生
受
入

　
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

募 集

母
子
家
庭
等

　

自
立
促
進
講
習
会

募 集 申

　第 1 回石岡市議会定例会で副市長
人事案が提出され、全会一致の同意
を受け、副市長に根本博文氏が選任
されました。任期は平成 30 年 4 月 1
日から平成 34 年 3 月 31 日までです。

教育委員に渡邊信
の ぶ と

人氏が就任

　また同会で教育
委員人事案も提出
され、渡邊信人氏が
教育委員に選任さ
れました。任期は平
成 30 年 3 月 23 日
か ら 平 成 33 年 12
月 19 日までです。 渡邊信人氏

副市長に根本博
ひろふみ

文氏が就任

石岡市副市長就任のごあいさつ
　４月１日付けで副市長の大任を拝
命いたしました根本でございます。
　石岡市は 1300 年前まで遡ること
のできる歴史と文化の深い県内有数
の都市であり、加えて、筑波山麓の
里山景観や霞ケ浦の水辺景観など自
然環境にも恵まれた魅力的な生活環
境が特長と感じております。
　こうした、石岡市に今ある資源を
活かした石岡らしいまちづくりの可
能性を模索しながら「石岡みらい創
造プロジェクト」の実現に向けて、
市長を補佐し、県職員時代に築いた
人的ネットワークなども駆使して市
の発展に尽力する覚悟でございます。
　市民の皆様には、ご指導ご鞭撻を
お願い申し上げまして、就任のご挨
拶とさせていただきます。

根本博文氏
昭和 32 年、水戸市生
まれ。昭和 56 年茨城
県庁入庁。企画部次長、
理事兼茨城県東京事務
所長などを歴任。

▲連合会 HP

※参加費の記載のないものは無料です。



情報ネットワーク

1石岡市役所　☎ 23︲1111（代表） 　2八郷総合支所　☎ 43︲1111（代表）

広報いしおか５月１日号　№３０２　　１４　　　　　　　

▼
大
地
震
や
台
風
、
武
力
攻
撃
な

　

ど
の
非
常
事
態
に
備
え
、
全
国

　

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し

　

ま
す
。
こ
れ
は
全
国
瞬
時
警
報

　

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を

　

用
い
た
訓
練
で
、
全
国
の
自
治

　

体
で
様
々
な
手
段
を
用
い
て
同

　

日
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
Ｊ
ア

　

ラ
ー
ト
は
国
民
保
護
情
報
・
特

　

別
警
報
・
緊
急
地
震
速
報
等
の

　

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る

　

シ
ス
テ
ム
で
す
。

訓
練
日
時
／
５
月
16
日
水
午
前
11

　

時
か
ら

伝
達
手
段
／
①
防
災
行
政
無
線

　

②
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
③
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ

放
送
内
容
／
市
内
に
設
置
し
て
い

　

る
防
災
行
政
無
線
か
ら
、
次
の

　

よ
う
に
放
送
し
ま
す
。

　

上
り
チ
ャ
イ
ム
♪

　
「
こ
れ
は
︑
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　

ス
ト
で
す
︵
３
回
︶」

　

下
り
チ
ャ
イ
ム

問
1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
８
）

職
務
内
容
／
障
が
い
等
に
よ
り
特

　

別
な
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

　

の
介
助

報
酬
／
時
給
９
２
０
円

※
通
勤
手
当
は
通
勤
距
離
２
㎞
以

　

上
の
場
合
、
別
途
支
給
あ
り

勤
務
期
間
／
４
月
～
平
成
31
年
３
月

勤
務
条
件
／
月
～
金
曜
日
の
週
５
日

　

で
１
日
５
時
間
（
年
間
２
０
０

　

日
以
内
）

※
学
校
の
都
合
で
勤
務
時
間
等
が

　

変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

勤
務
場
所
／
市
内
小
中
学
校

条
件
／
職
務
内
容
を
理
解
し
健
康

　

で
積
極
的
に
取
り
組
む
熱
意
が

　

あ
る
こ
と
（
保
育
士
や
幼
稚
園

　

教
諭
経
験
者
等
歓
迎
）

定
員
／
５
人
程
度

申
込
方
法
／
履
歴
書（
指
定
様
式
）

　

を
本
人
が
直
接
ま
た
は
郵
送
で

　

提
出

面
接
時
期
／
随
時

問 

2
教
育
総
務
課
指
導
室

　
　
（
内
線
１
２
６
４
）

みんなで考えよう、イノシシ被害
　   「獣害対策 講演会」を開催します

嘱
託
員
︵
介
助
員
︶
を

　
　

追
加
募
集
し
ま
す

募 集

５
月
16
日
⺢
全
国
一
斉

　

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

お知らせ

 メールマガジンで防災情報を発信中
災害に備えて
今すぐメルマガに登録を！

◀登録 QR コード

深刻なイノシシ被害を前に 参加者募集 !

▶市内ではイノシシやハクビシン・アライグ
マ等の野生鳥獣による被害は農作物に留まら
ず、生活圏にまで広がってきています。
　そこでイノシシ等による被害対策を知るた
めに、野生鳥獣の専門家による講演会を開催
します。イノシシ等による農作物被害や住環
境被害に悩まされているという皆さん、ぜひ
ご参加ください。
問2農政課（内線 1151）

日時／ 5 月 27 日㊐  午前 10 時～正午

場所／中央公民館大ホール（柿岡 5680 番地 1）

講師／野生鳥獣の専門家

※事前申込不要

▲自然豊かな景色の裏側には深刻なイノシシ被害。有害鳥獣
捕獲隊が懸命の捕獲活動を行っていますが、急増するイノシ
シを前に、課題が多いのが現状です。

防災行政無線の放送内容を
文字で確認できます。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



市内の月間交通事故件数
　　　　　　　　  【３/29 現在】

・発生件数…　26 件（+4）
・死者数……　  0 人（-1）
・負傷者数…　40 人（+1）
・物損事故…  151 件（+1）
※（　）内は前年同月比
問石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

　　　　　　　１５　　広報いしおか５月１日号　№３０２

▼
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

活
動
資
金
は
、
東
日
本
大
震
災

　

や
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北

　

豪
雨
災
害
、
熊
本
地
震
災
害
で

　

医
療
救
護
活
動
や
救
援
物
資
配

　

布
な
ど
の
活
動
に
役
立
て
ら
れ

　

ま
し
た
。

　

救
急
法
の
普
及
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
の
養
成
や
青
少
年
の
育
成
な

　

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

▼
農
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
石
岡
そ

　

だ
ち
（
八
軒
台
）
は
、
平
成
30

　

年
３
月
末
日
を
も
っ
て
閉
店
し

　

ま
し
た
。
長
ら
く
ご
愛
顧
い
た

　

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　

い
ま
し
た
。

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

▼
広
報
石
岡
で
は
朗
読
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ひ
び
き
の

　

会
」の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、

　

各
月
の
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療

　

情
報
を
電
話
で
も
聞
く
こ
と
が

　

で
き
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

　

実
施
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
電
話
番
号

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
・
７
７
６
６

問
1
秘
書
広
聴
課
（
内
線
２
１
４
）

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

お知らせ

石
岡
そ
だ
ち
が
閉
店

お知らせ

\ 石岡市民・市外からの転入者対象 /

木の住まい助成事業

▶木造住宅（在来工法）を建築する   
　場合、　費用の一部を補助します。
助成額／建築費用の 10％以内で 50
　万円が限度（中心市街地エリアに
　建築する場合は 10 万円上乗せ）
条件／市内に本店を有する、設計事
　務所への設計監理依頼および工務店への施工依頼
　をしていることなど
---------------------------------------------------------------------------
\ 市外からの転入者対象 /

住まいづくり推進事業

▶自己用住宅を建築する場合、費用　
　の一部を補助します。
助成額／建築費用の 10％以内で 30　
　万円が限度（中心市街地エリアに建
　築する場合は 10 万円上乗せ）
条件／市外在住 1 年以上で、これから石岡市に転  
　入または転入して 2 年を経過しない人、かつ申
　請者の年齢が満 20 歳以上 45 歳以下であること
***************************************************
申請期限／平成 31 年 1 月 31 日木
※すでに工事に着手している場合や建売住宅は対象
になりません。補助対象の条件などは、上記以外に
もありますので、詳細はホームページを確認するか、
直接お問い合わせください。

問1建築住宅指導課（内線 422）

地元の職人の技術と
木のぬくもりを大切
に、石岡での素敵な
家づくりを応援！

石岡は県内各地への
アクセス良好。家を
建てるなら石岡で！

▲木の住まい事業 QR ▲住まいづくり事業 QR

休
日
・
夜
間
緊
急
診
療

　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

お知らせ

※参加費の記載のないものは無料です。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



交通安全県民運動模範推進者に
　　　　　感謝状が贈られました

　茨城県交通対策協議会会長（茨城県知事）
から、交通安全県民運動模範推進者として
4 人に感謝状が贈られました。
　これは平成 29 年中に地域で街頭立哨活
動や交通安全キャンペーンなどを率先して
行い、交通安全の推進に貢献したことが認
められたものです。
　市役所で感謝状の贈呈式が行われ、市長
が感謝状を手渡しました。受賞者は次のと
おりです。
受賞者（敬称略）
・吉田 彰一（石岡地区交通安全協会連合会石岡支部）
・坂本 悌二（石岡地区交通安全協会連合会石岡支部）
・小林 延子（女性ドライバー友の会連合会石岡支部）
・廣澤 光枝（女性ドライバー友の会連合会石岡支部）

問1まちづくり協働課（内線 142）

▼
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
法
律

　

の
改
正
に
伴
い
、
減
額
措
置
に

　

伴
う
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方

　

法
が
変
更
に
な
り
、
ま
た
課
税

　

限
度
額
も
引
き
上
げ
と
な
り
ま

　

し
た
。
軽
減
を
受
け
る
た
め
の

　

申
請
は
不
要
で
す
が
、
家
族
全

　

員
が
前
年
所
得
の
申
告
を
し
て

　

い
る
こ
と
、
ま
た
は
扶
養
に
取

　

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

　

り
ま
す
。

問
1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
３
１
）

▼
水
質
調
査
を
行
っ
た
世
界
と
日

　

本
の
湖
沼
を
写
真
で
紹
介
し
、　

　

霞
个
浦
と
の
比
較
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
15
日
火
午
後
１
時
30

　

分
～
３
時

場
所
／
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
／
福
島
武
彦
氏
（
霞
ケ
浦
環

　

境
科
学
セ
ン
タ
ー
長
）

定
員
／
50
人

※
土
浦
駅
東
口
午
後
１
時
発
の
送

　

迎
バ
ス
あ
り
（
要
申
込
）

問
茨
城
県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ

ン
タ
ー
環
境
活
動
推
進
課

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
２

▼
４
月
か
ら
労
働
基
準
監
督
署
内

　

に「
労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー

　

ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
働
き

　

方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
労
働

　

時
間
に
関
す
る
法
制
度
等
の
理

　

解
の
促
進
を
図
る
た
め
の
専
門

　

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

　

新
編
成
の
「
労
働
時
間
相
談
・

　

支
援
班
」
が
対
応
し
ま
す
。

問
茨
城
労
働
局
監
督
課

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
４

霞
个
浦
と
世
界
の
湖
沼

比
較
湖
沼
学

講 座

労
働
時
間
相
談
・

　

支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

相 談

平成 30 年工業統計調査
わが国の工業の実態を明らかにする

ことを目的とした統計法に基づく報告義
務がある重要な統計調査です。調査結
果は中小企業施策や地域振興などの基
礎資料として利活用されます。調査期
日は平成 30 年６月１日です。ご回答
をお願いします。
問1政策企画課（内線 223）

国
民
健
康
保
険
税

　
　

軽
減
対
象
を
拡
大

お知らせ

軽減対象世帯 変更前 変更後
5 割軽減世帯 33 万円＋ 27 万円×

被保険者数
33 万 円 ＋ 27 万 5,000
円×被保険者数

2 割軽減世帯 33 万円＋ 49 万円×
被保険者数

33 万 円 ＋ 50 万 円 ×
被保険者数

課税区分 変更前 変更後
基礎課税分（医療分） 54 万円 58 万円
後期高齢者支援金等課税分 19 万円 変更なし
介護納付金課税分 16 万円 変更なし

■低所得者の軽減対象の基準額の変更点

■課税限度額の変更点

情報ネットワーク

1石岡市役所　☎ 23︲1111（代表） 　2八郷総合支所　☎ 43︲1111（代表）

広報いしおか５月１日号　№３０２　　１６　　　　　　　

広　告　掲　載　欄



▼
５
月
７
日
⺼
に
軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
で
平
成
28
年

度
分
以
降
の
軽
自
動
車
税
が
変
更

に
な
り
、
次
の
①
・
②
の
三
輪
以
上

の
軽
自
動
車
は
平
成
30
年
度
か
ら

税
額
が
変
わ
り
ま
す
。

①
初
度
検
査
年
月
が
平
成
16
年
４
月

　
　
　
　
　

～
17
年
３
月
の
車
両

▼
平
成
29
年
度
は
旧
税
率
適
用
で

し
た
が
平
成
30
年
度
以
降
は
初
度

検
査
か
ら
13
年
経
過
し
た
た
め
、

重
課
税
率
に
変
更
。（
左
表
の
①
）

②
初
度
検
査
年
月
が
平
成
28
年
４
月

～
29
年
３
月
で
︑
グ
リ
ー
ン
化
特

例
の
適
用
車
両

▼
環
境
性
能
基
準
達
成
状
況
で
税
額

軽
減
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適

用
は
初
年
度
の
み
で
平
成
30
年
度
以

降
は
新
税
率
に
変
更
。（
左
表
の
②
）

▼
今
年
度
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の

乗
用
車
の
達
成
基
準
が
一
部
変
わ

り
ま
し
た
。（
左
表
の
下
線
部
）

　

ま
た
平
成
28
年
度
か
ら
原
動
機

付
自
転
車
や
農
耕
車
両
な
ど
の
税

額
も
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
の
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
1
税
務
課
（
内
線
１
１
６
）

▼
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
消
防  

　

法
令
違
反
の
建
物
を
公
表
す
る

　

制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

利
用
者
が
建
物
の
危
険
性
に
関

　

す
る
情
報
を
入
手
し
、
利
用
の

　

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
、
消
防

　

法
令
違
反
の
情
報
を
石
岡
市
消

　

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表

　

す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
建
物

（
例
）
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
・
店
舗

　

等
の
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

　

す
る
建
物
、
病
院
・
社
会
福
祉

　

施
設
等
の
一
人
で
避
難
す
る
こ

と
が
難
し
い
人
が
利
用
す
る
建
物
。

公
表
対
象
と
な
る
違
反
項
目

▼
消
防
法
に
よ
っ
て
設
置
が
必
要

　

で
あ
る
「
屋
内
消
火
栓
設
備
」

　
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」「
自

　

動
火
災
報
知
設
備
」　

が
未
設

　

置
の
場
合

公
表
の
内
容

▼
違
反
内
容
を
通
知
後
、
14
日
を

　

経
過
し
て
も
同
一
の
違
反
が
認

　

め
ら
れ
る
場
合
、「
建
物
の
名

　

称
・
所
在
地
・
違
反
の
内
容
」

　

を
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
ま
す
。

問
石
岡
市
消
防
本
部 
予
防
課

　

☎
２
７
・
６
１
２
５

消
防
法
令
違
反

　

対
象
物
を
公
表
し
ま
す

お知らせ

平
成
30
年
度　

軽
自
動
車
税

税
額
が
変
わ
る
人
が
い
ま
す

お知らせ

車種区分
初度検査年月

平成 17 年
３月まで

平成 27 年
４月から

税率 ①重課税率 ②新税率

三輪 4,600 円 3,900 円

四輪
自家用

乗用 12,900 円 10,800 円
貨物 6,000 円 5,000 円

四輪
営業用

乗用 8,200 円 6,900 円
貨物 4,500 円 3,800 円

■県南エリアのイベント情報■
MOCO フェスタ 2018（守谷市）
　MOCO フェスタのマスコットキャラ
クター「もりやも
り」をはじめ、各
地のご当地キャラ
クターが大集合！
　ご家族皆さんで
ご来場ください。
日時／ 5 月 12 日�・13 日㊐
　　　午前 9 時 30 分～午後 6 時
場所／守谷駅西口駅前広場・土塔口
内容／ご当地グルメ、市内中学校吹奏楽部
演奏、ダンスなど
問守谷市役所 
　 経済課 商工・観光グループ
☎ 0297-45-1111（内線 269）

　　　　　　　１７　　広報いしおか５月１日号　№３０２

グリーン化特例による税額の軽減措置
税額の
軽減率

電気軽自動車、燃料電池軽自動車、天然ガス軽
自動車（平成 21 年排ガス基準 10% 低減） 約 75%

乗用 平成 32 年度燃費基準＋ 30% 達成車 約 50%
平成 32 年度燃費基準＋ 10％達成車 約 25%

貨物 平成 27 年度燃費基準＋ 35% 達成車 約 50%
平成 27 年度燃費基準＋ 15% 達成車 約 25%

※平成 29 年度に初度検査を受けていて一定の環境性能基準を満
たした車両は達成状況に応じ、平成 30 年度分に限り税額が軽減
されます。

\ 軽自動車の所有者の皆さん、注目 /

※参加費の記載のないものは無料です。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



春
季
市
民ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時
／
５
月
６
日
日

　

午
前
８
時
30
分
（
受
付
）

　

午
前
９
時
（
試
合
開
始
）

※
予
備
日
５
月
13
日
日

場
所
／
柏
原
野
球
公
園
内
テ
ニ
ス

　

コ
ー
ト

対
象
／
高
校
生
以
上
で
市
内
在
住

　

・
在
勤
・
在
学
の
人
（
高
校
生  

　

は
各
校
男
女
３
ペ
ア
ま
で
）。

参
加
費
／
１
０
０
０
円

試
合
方
法
／
男
女
別
リ
ー
グ
戦

　

ダ
ブ
ル
ス

申
込
方
法
／
当
日
会
場
で
受
付

　・
問
石
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

　

盟
事
務
局

　

☎
２
２
・
２
４
１
３
（
小
島
）

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

月
例
開
催
（
前
期
）

▼
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
み
た
い
小

　

学
生
大
歓
迎
！
連
続
参
加
を
お

　

す
す
め
し
ま
す
が
、
当
日
だ
け

　

の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
。

日
時
／
５
月
27
日
日
、
６
月
24
日

　

日
、
７
月
28
日
土
、
９
月
１
日

　

土
、
10
月
20
日
土

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
／
柏
原
サ
ッ
カ
ー
公
園

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

定
員
／
各
日
30
人
（
先
着
）

講
師
／
飯
田 

秀
正
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
い
し
お

　

か
石
岡
ア
セ
ン
ブ
ル
Ｆ
Ｃ
）

服
装
／
動
き
や
す
い
服
、
運
動
靴

持
ち
物
／
着
替
え
、
飲
み
物
（
ス

　

ポ
ー
ツ
飲
料
等
）

　

・
問
柏
原
運
動
施
設

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

スポーツ情報

募

　集

申

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

い
こ
い
の
村
涸
沼
杯

２
月
14
日
・
鉾
田
市
い
こ
い
の
村

　

涸
沼

優
勝
／
高
野 

好
美

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

２
月
20
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
こ
い
せ
チ
ー
ム

第
37
回
石
岡
市
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
長
杯
大
会

２
月
25
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
／
高
浜
ク
ラ
ブ

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
／
三
友
ク
ラ
ブ

ふ
れ
あ
い
の
里
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

３
月
14
日
・
石
岡
市
ふ
れ
あ
い
の

　

里
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
橋
本 

輝
雄

女
子
の
部

優
勝
／
長
谷
川 

喜
久

第
20
回

八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
選
手
権
大
会

３
月
17
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
菅
原 

治

女
子
の
部

優
勝
／
千
葉 

初
子

2019 年には茨城県で
国体が開催されるよ！

申

結   果

春季市民サイクリング
▶新緑の恋瀬川サイクリングコース
　を自転車で走り、筑波山の麓、朝
　日里山学校でピザやそばを食べよ
　う！
日にち／５月 26 日土
※雨天時は５月 27 日日に延期
集合場所／
・石岡地区　石岡小学校屋内
　温水プール入り口　午前８時集合
・八郷地区　中央公民館
　午前８時 30 分集合
コース／高倉休憩所 - 片野・ふるさ
　と橋（八郷地区合流）- 朝日里山
　学校
対象／市内在住・在勤・在学の小学
　３年生以上
参加費／ 1,000 円
　（中学生以下 500 円）
※昼食代込み
定員／ 30 人（先着）
申込方法／５月１日火～ 23 日水に
　石岡運動公園または八郷総合運動
　公園に直接申し込み
問石岡運動公園　　　☎ 26-7210
　八郷総合運動公園　☎ 43-6884

広報いしおか５月１日号　№３０２　　１８　　　　　　　



　

妊
娠
中
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長

に
伴
い
身
体
の
変
化
が
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
が
近
づ

く
に
つ
れ
期
待
と
不
安
で
ド
キ
ド

キ
し
ま
す
よ
ね
。
そ
の
気
持
ち
が

安
心
に
つ
な
が
る
よ
う
お
手
伝
い

し
ま
す
。

　

妊
婦
さ
ん
、
産
婦
さ
ん
、
生
後

６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん
ま
で
参

加
で
き
ま
す
！
参
加
無
料
で
す
♪

開
催
日
は
、
毎
月
15
日
号
の
健
診

情
報
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
﹁
広
報
い
し
お
か
４
月
１
日
号
﹂

折
り
込
み
の
保
健
セ
ン
タ
ー
年
間

予
定
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

①
胃
が
ん
検
診
の
内
容

　
（
誤
）
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
（
正
）
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

②
総
合
健
診
の
日
程

　
（
誤
）
11 
月
22 
日
⺼

　
（
正
）
11 
月
26 
日
⺼

４
月
か
ら

　バ
ー
ス
ビ
ク
ス
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

健康ガイド

地区健診

5 月 17 日㊍  （午前）関川地区ふれあいセンター
 （午後）三村地区ふれあいセンター

5 月 18 日㊎  （午前）割烹旅館いづみ荘
 （午後）グリーンパレス石岡

受付時間  午前 9 時 30 分～ 11 時
 午後 1 時 30 分～ 3 時

個人負担金（70 歳以上は無料）
健康診査（39 歳以下）：1,000 円
特定健康診査（40 歳以上）：1,000 円
肺がん検診（40 歳以上）：300 円
大腸がん検診（40 歳以上）：500 円
前立腺がん検診（50 歳以上男性）：600 円
肝炎ウイルス検査

（40 歳以上で過去に受診歴がない人）：1,000 円
※大腸がん検診と肝炎ウイルス検査は石岡もしく
は八郷保健センターへ申し込みが必要です。

【こころといのちの電話相談】日時：5月 8日火午前9時～正午・午後1時～4時　☎43-6655

個人負担金（70 歳以上は無料）
健康診査（39 歳以下）：1,000 円
特定健康診査（40 歳以上）：1,000 円
肺がん検診（40 歳以上）：300 円
胃がん検診（40 歳以上）：1,500 円
New!!胃がんリスク検診（40 歳以上）：700 円　
注）胃がん検診（バリウム検査）を受ける人が対
象です。
大腸がん検診（40 歳以上）：500 円
前立腺がん検診（50 歳以上男性）：600 円
肝炎ウイルス検査

（40 歳以上で過去に受診歴がない人）：1,000 円

・申し込み順に受付時間を割り振り、総合健診受診
　券を郵送します。
・40 歳以上で健康診査を受診する人は、総合健診受
　診券のほかに特定健康診査受診券または後期高齢
　者の健康診査受診券・保険証が必要です。

総合健診　※要申込
健診日
（会場）

 6 月 1 日㊎・2 日土・4 日⺼
 （八郷保健センター）

当日の
受付時間  午前 7 時～ 10 時 30 分

申込方法  5月7日⺼～11日㊎に八郷保健センター
 へ直接または電話・FAX で申し込み

定員  各日 260 人になり次第締め切り

成人歯科・口腔がん検診　※要申込
▶入れ歯の手入れや舌の清掃、だ液腺マッサージ
　の指導なども行います。
検診日／ 6 月 28 日㊍・29 日㊎、7 月 2 日⺼
検診時間／午前 8 時 30 分～ 11 時
場所／石岡保健センター　　費用／無料
申込方法／ 5 月 22 日火から石岡保健センターへ
　直接または電話・FAX で申し込み
対象／ 18 歳以上　　定員／各日 80 人（先着）

不妊治療費の一部を助成
　県や市では、保険外診療の
体外受精および顕微授精（特
定不妊治療）の治療に補助金
を交付しています。市は、県
の補助金交付を受けた人を対
象としています。
　まずは県の補助金を申請し
てください。助成の対象者や
助成内容など詳しくは、各窓
口へお問い合わせください。

問土浦保健所（県）
　☎ 029-₈₂₁-5398
　石岡保健センター（市）
　☎ 24-1386

※健康診査（特定健診除く）やがん検診は、生活保護法による被保護者や住民税非課税世帯、重度の障がいの
ある人は無料になります。詳しくはお問い合わせください。

　　　　　　　１９　　広報いしおか５月１日号　№３０２

問石岡保健センター　☎ 24-₁₃₈₆･ ℻ 24-4638　　八郷保健センター　☎ 43-₆₆₅₅･ ℻ 44-1492



市長日記

４
月
９
日
（
月
）

万
が
一
の
危
機
に
備
え
て

　

今
年
は
、桜
の
開
花
が
早
く
あ
っ

と
い
う
間
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
。そ
の
分
、山
々
に
は
、

若
々
し
い
新
緑
が
広
が
り
、
早
々

と
山
の
笑
顔
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

あ
る
晩
の
こ
と
で
し
た
。
経
済

部
長
か
ら
緊
急
の
報
告
が
入
り
ま

し
た
。

「
ゆ
り
の
郷
で
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が

発
生
し
た
と
、
先
ほ
ど
管
理
会
社

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
り

の
郷
で
入
浴
し
た
高
齢
の
男
性
１

名
が
体
調
不
良
で
入
院
し
た
と
い

う
連
絡
を
も
と
に
保
健
所
が
立
ち

入
り
検
査
を
行
い
、
菌
の
発
生
が

判
明
し
た
の
で
す
が
、
基
準
値
を

超
え
る
か
ど
う
か
は
も
う
１
日
待

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
」

「
即
刻
、
施
設
は
一
時
閉
鎖
す
る

よ
う
に
」

　

菌
が
い
る
以
上
、
被
害
拡
大
を

防
ぐ
の
が
先
決
と
判
断
し
指
示
し

ま
し
た
。

　

翌
日
、
保
健
所
か
ら
来
た
数
値

は
基
準
値
を
若
干
上
回
る
も
の

で
、
す
ぐ
に
議
会
や
報
道
関
係
に

報
告
を
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

施
設
一
時
閉
館
の
お
知
ら
せ
を
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
心
配

と
ご
不
便
を
か
け
て
、
大
変
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
こ
れ
以
上
の
被

害
報
告
は
な
く
、
ま
た
体
調
不
良

に
陥
ら
れ
た
方
と
施
設
の
因
果
関

係
も
不
明
で
す
が
、
施
設
の
安
全

が
確
認
さ
れ
る
ま
で
自
主
的
に
閉

鎖
し
ま
す
。

　

市
民
を
守
る
行
動
原
理
と
し

て
、
私
は
次
の
三
つ
を
心
構
え
と

し
て
い
ま
す
。

・
疑
わ
し
い
と
き
は
行
動
す
る

・
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る

・
空
振
り
は
Ｏ
Ｋ
、
見
逃
し
は
Ｎ
Ｇ

　

い
つ
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
昨
今
で
す
。
そ
の
こ
と
を
痛
感

し
て
い
る
の
は
私
ば
か
り
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
東
日
本
大
地
震
を

経
験
し
た
私
た
ち
は
、
有
り
得
な

い
危
機
も
起
こ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

市
長
室
の
窓
か
ら
は
建
設
中
の

新
庁
舎
が
見
え
、
そ
の
上
に
４
月

の
夕
空
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

文　

今
泉
文
彦

市

長

日

記
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■第 39回（１月 29日）

団体／　市内各郵便局長

テーマ／協働のまちづくり
　　　　　～郵便局との事業連携について～ 
参加者／ 16 人
参加者からの意見／
・提携した包括連携協定書に基づき、行政側と
定期的な対話の場を設けてほしい。
・降雪後の除雪については、主要道や観光地へ
の道路を優先して行ってほしい。
・地域で見守りが必要な方の情報を得た際に、
どこに相談したら良いか分からない。市への　
情報の提供や共有ができると良い。

■第 40回（2月 21 日）

　

団体／石岡市地域女性団体連絡協議会と「ほっ
　　　とスペース」（乳幼児とその親を対象に
　　　子育ての楽しさや悩みを話し合う場）利
　　　用者
テーマ／子育て環境の充実と生活全般について
参加者／ 34 人
参加者からの意見／
・乗り合いタクシーの利便性が悪いので、改善
してほしい。（家の前までは来てくれない、時
間通りに来ないなど）
・赤ちゃんクーポン（紙おむつ補助券）の配布
期間をもっと長くしてほしい。
・働きに行きたくても保育所への入所が難しい。
保育士の雇用の条件を良くして、たくさんの保育
士を確保してほしい。

市長と話そう！タウンミーティング開催報告



まちかど情報センターニュース

「
陶
芸
せ
い
す
い
会
」
作
品
展

期
間
／
５
月
25
日
金
～
30
日
水

塗
り
絵
で

敦
煌
仏
画
を
描
き
ま
し
ょ
う

▼
参
考
彩
色
、
お
手
本
を
見
な
が

　

ら
、
墨
・
顔
彩
・
色
鉛
筆
・
不

　

透
明
水
彩
な
ど
で
彩
色
し
て
い

　

き
ま
す
。

日
時
／
５
月
９
日
水
・
23
日
水

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
あ

　

い
、
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
す
。

　

初
め
て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

日
時
／
５
月
７
日
月
、
21
日
月

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

　

～
３
時
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

サ
ン
ド
市

▼
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

　

で
開
催
！
手
作
り
の
品
や
園
芸

　

品
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

　

催
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
も
募
集
中
で
す
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
（
今
月
は
19
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
を
販
売

　

し
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
（
今
月
は
２
日
）

　

午
前
10
時
か
ら

５
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談

・
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

・
５
月
26
日
土

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

ち
り
め
ん
小
物

・
５
月
５
日
土
、
19
日
土

　

午
後
１
時
か
ら

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している中心市街地にある
施設です。まちづくり市民会議は、
市民参加型のまちづくりを目指す
NPO で、子どもたちによる手づ
くりのお化け屋敷、商店街でのハ
ロウィンパレード、石岡の歴史を
テーマにした雛飾りなど、子ども
から大人まで、まちを楽しむきっ

かけをつくっています。
　本センターは、石岡駅西口から
徒歩 10 分。センター前に専用駐
車場（5 台程度）、土橋通りに臨
時駐車場があります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10 時～午後 8 時
休館日／木曜日

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

パ
ソ
コ
ン
教
室

ほ
ん
わ
か
脳
活
カ
フ
ェ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　　　　　　　２１　　広報いしおか５月１日号　№３０２

石岡市高校生会（石岡 YSC）会員募集

　

石
岡
Ｙ
Ｓ
Ｃ
は
、男
女
問
わ
ず
、

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
楽
し
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

仲
間
と
一
緒
に
活
動
す
る
楽
し

さ
や
達
成
感
を
味
わ
い
ま
せ
ん

か
。

日
時
／
毎
週
土
曜
日 

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

場
所
／
石
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
石
岡
市
泉
町
２
１
４
９
-
３
）

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

■
キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
教
室
の
指
導

■
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
運
営
な
ど

地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

■
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
市
内

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

高
校
生
同
士
の
情
報
交
換

■
他
市
町
村
の
高
校
生
会
と
の
交
流

■
情
報
交
換
を
兼
ね
た
交
歓
会
な
ど

　

見
学
を
希
望
す
る
人
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
（
支
所
）

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
６
６
）

主
な
活
動
内
容

定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▲スキー教室の指導▲他市町村の高校生会との交流▲ 30 人の子どもたちをまとめる夏のキャンプ



短
歌
の
た
の
し
み

実
作
講
座
（
参
加
無
料
）

日
時
／
６
月
３
日
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
／
中
央
図
書
館　

読
書
室

講
師
／
佐
伯 
裕
子
氏
（
歌
人
・

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
選
者
・
Ｅ
テ
レ

　
「
短
歌
ｄ
ｅ
胸
キ
ュ
ン
」出
演
中
）

内
容
／
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
短

　

歌
の
面
白
さ
を
講
義
し
ま
す
。

　

短
歌
の
実
作
講
評
を
し
ま
す
。

対
象
／
市
民
お
よ
び
広
域
利
用
者

　
（
先
着
20
人
）

申
込
方
法
／
５
月
９
日
水
か
ら
図

　

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
、
ま

　

た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
自
作
短
歌
（
一
人
一
首
ま
で
）

　

の
講
評
希
望
者
は
５
月
27
日
日

　

ま
で
に
図
書
館
へ
提
出
く
だ
さ

　

い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。

　

℻
２
４
・
１
５
０
８

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催

　
　
　
　
　
　

 （
参
加
無
料
）

▼
今
年
も
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行

　

い
ま
す
！
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

　

は
、
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た

　

本
を
紹
介
し
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

　

ン
を
行
い
、
投
票
で
１
番
面
白

　

か
っ
た
本
を
決
定
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
10
日
日

　

午
後
２
時
～
４
時

※
次
回
は
７
月
８
日
日
で
す
。

場
所
／
中
央
図
書
館　

会
議
室

講
師
／
藤
原 

龍
一
郎
氏
（
市
図

　

書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

対
象
／
市
民
お
よ
び
広
域
利
用
者

　
（
先
着
20
人
）

※
２
人
以
上
集
ま
れ
ば
実
施
し
ま

　

す
。（
見
学
可
能
）

申
込
方
法
／
５
月
９
日
水
か
ら
図

　

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
直
接
、
ま

　

た
は
電
話
で
申
し
込
み

「庭
て い き ん お う ら い

訓往来」
江戸時代の教科書

文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

　

今
回
紹
介
す
る
「
庭
訓
往
来
」

は
、
寺
子
屋
な
ど
で
用
い
ら
れ
て

い
た
江
戸
時
代
の
教
科
書
で
す
。

　

江
戸
時
代
は
今
と
異
な
り
12
、

13
歳
で
寺
子
屋
を
卒
業
す
る
と
、

す
ぐ
に
働
き
に
出
ま
し
た
。
そ
の

た
め
寺
子
屋
は
、
子
ど
も
た
ち
が

働
け
る
よ
う
に
「
読
み
書
き
そ
ろ

ば
ん
」を
重
点
的
に
教
え
ま
し
た
。

庭
訓
往
来
は
そ
ん
な
実
用
性
重
視

の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

庭
訓
往
来
は
南
北
朝
時
代
の
成

立
と
さ
れ
、
25
通
の
書
状
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
書
状
な
の
で
時

候
の
あ
い
さ
つ
な
ど
手
紙
の
書
き

方
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
生
活
に
必

要
な
語
彙
も
学
べ
ま
し
た
。 

　

石
岡
市
所
蔵
の
庭
訓
往
来
も
、

寺
子
屋
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ペ
ー
ジ
上

部
の
解
説
は
絵
・
ふ
り
が
な
付
き

で
、
子
ど
も
向
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
余
白
に
ひ
ら
が
な
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
筆
の

練
習
か
、
あ
る
い
は
授
業
に
飽
き

て
落
書
き
を
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
当
時
の
学
習
の
様
子
が
垣

間
見
え
る
資
料
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
14
回
企
画
展

学
問
手
習
之
儀

若
年
之
子
弟
第
一
に
可
相
励

▼
教
科
書
や
学
習
道
具
を
通
し
て

　

江
戸
・
明
治
期
の
教
育
を
紹
介

　

し
ま
す
。

期
間
／５

月
２
日
水
～
７
月
29
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
（
総
社
１-

２-

10
）

休
館
日
／
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

時の記憶

■こども図書館本の森
　おはなしのへや
おはなし玉手箱
　5月 5日土
　午前 10 時 30 分から 
ひよこのおはなしかい
　5月 10 日木
　午前 10 時 30 分から
おはなし会
　5月 19 日土
　午前 10 時 30 分から

■中央公民館
おはなしフレンズ
　5月 12 日土
　午後２時 30 分から

※すべて30分程度です

図書館つうしん５月の休館日：１・７・８・14・21・28・31 日

赤ちゃんから大人まで
どなたでも参加できます！

▲庭訓往来（村田宗右衛門文書）

※
当
日
は
、
紹
介
し
た
い
本
を
必

　

ず
１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
し
い
雑
誌
・

新
聞
の
お
知
ら
せ

▼
４
月
か
ら
図
書
館
・
中
央
公
民

　

館
図
書
室
で
読
め
る
雑
誌
と
新

　

聞
が
増
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご

　

利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
（
本
館
）

・『
歴
史
街
道
』（
月
刊
）

・『
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
』（
月
刊
）

中
央
図
書
館
（
子
ど
も
図
書
館
本

の
森
）

・『
朝
日
小
学
生
新
聞
』（
日
刊
）

・『
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
』　

　
（
週
刊
）

中
央
公
民
館

　図
書
室

・『
歴
史
街
道
』（
月
刊
）

・『
か
ぞ
く
の
じ
か
ん
』（
季
刊
）

問
中
央
図
書
館

　

☎
２
４
・
１
５
０
７
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石
岡
俚
謡
会国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

青
い
筑
波
を　

吸
い
取
る
よ
う
に

　

映
す
稲
田
に　

初
夏
の
風

下　

林　

加
藤　

弥
生

自
然
豊
か
な　

緑
の
風
が

背せ

な中
を
撫
で
行
く　

昼
下
が
り

貝　

地　

前
島
く
に
子

肩
に
孫
の
手　

笑
顔
で
た
た
く

痛
み
飛
ん
だ
よ　

あ
り
が
と
う

川　

又　

関　

清
志　

伏
せ
て
幾い

く
と
し年　

病
の
友
と

　

握
る
手
と
手
に　

浮
か
ぶ
笑
み

南　

台　

平
井　

弥
生

朝
に
目
覚
め
て　

カ
ー
テ
ン
開
け
り
ゃ

　

庭
は
真
っ
白　

銀
世
界

石　

岡　

関
口　

貞
夫

桃
の
花
咲
く　

里
山
恋
し　

は
る
か
昔
へ　

遠
ざ
か
る

細　

谷　

髙
橋　

真
希

村
の
古
老
が　

教
え
て
く
れ
た

古
道
入
り
口　

馬
頭
尊

総　

社　

暁　

夢
華　

女め
お
と男

筑
波
を　

見
な
が
ら
歌
う　

犬
も
合
い
の
手　

散
歩
道

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

貝　

地　

小
池　

つ
と
夢

ど
こ
か
ら
も
苦
情
の
来こ

な
い
畦
を
焼
く

北
府
中　

高
木　

忠
雄　

真
っ
先
に
岩
の
亀
裂
の
草
青
む

府　

中　

土
井　

湧
輔　

故
郷
捨
つ
今
更
の
悔
い
鳥
帰
る

太　

田　

根
岸　

基
美　

蕗
の
薹
ほ
ろ
ほ
ろ
苦
き
母
の
味

東
光
台　

福
田　

泰
夫　

忘
れ
ま
い
天
変
地
異
の
あ
の
春
を

や
さ
と
俳
句
会

柿　

岡　

吉
田　

進　
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
眩
し
春
の
山

瓦　

谷　

山
崎　

景
子　

う
ら
ら
け
し
社
殿
を
洩
る
る
笙
の
笛

宇
治
会　

秋
山　

享
弘　

春

の

山

頬

よ

す

風

も

滑

ら

か

に

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

府　

中　

山
口　

文
子　

千
代
紙
で
折
り
し
「
ひ
ひ
な
」
の
あ
ど
け

な
く
古ふ

り
に
し
乙
女
も
し
ば
し
華
や
ぐ

石　

岡　

三
浦　

や
す
子

棚
横
に
ま
だ
ぶ
ら
下
が
る
鬼
の

面
庭
の
水
仙
が
出
て
い
る
よ

東
光
台　

内
田　

千
代
子

タ
ミ
フ
ル
に
葛
根
湯
に
吐
き
気
止
め

飲
み
て
眠
り
ぬ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

井　

関　

木
間
塚　

具
子

凍
て
つ
き
し
池
に
金
魚
の
姿
あ

り
か
す
か
に
ゆ
ら
ぐ
如
月
の
朝

旭　

台　

井
上　

ミ
チ
子

口
を
突
く
強
が
り
言
葉
あ
や
ふ
く
も

飲
み
込
む
胸
の
ト
ゲ
な
だ
め
つ
つ

八
郷
短
歌
会

山　

崎　

鈴
木　

菫　
　

季
外
れ
か
と
思
い
つ
つ
蒔
き
し
ほ
う
れ

ん
草
や
わ
や
わ
と
伸
び
汁
の
実
と
な
る

山　

崎　

西
口　

は
ま
子

ひ
た
ひ
た
と
心
を
充
た
す
音
色
な
り

お
が
わ
ゆ
み
こ
の
オ
カ
リ
ー
ナ
は
も

月　

岡　

菱
沼　

む
免
子

満

作

と

白

梅

馬

酔

木

咲

き

満

ち

て

春

の

香

り

が

さ

庭

に

漂

う

松
岡　

元
義　

囀
り
て
念
誦
せ
む
と
や
小
鳥
た
ち

川
﨑　

夫
久　

地
図
で
追
う
春
の
越
前
旅
立
ち
ぬ

羽
生　

俊　
　

一
升
び
ん
下
げ
し
花
見
の
皆
他

界
思
い
出
残
る
里
山
校
に
て

文
化
協
会
だ
よ
り

高
浜
盆
栽
会

・
さ
つ
き
展
示
会

日
時
／
６
月
２
日
土
正
午
～
４
時

　
　
　

６
月
３
日
日　

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館　

高
浜
分
館

　

問
☎
２
６
・
０
９
８
６
（
柳
田
）

団
体
紹
介

石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会

　

当
連
合
会
は
、
昭
和
43
年
５
月

に
石
岡
市
民
会
館
完
成
を
祝
う
第

一
回
文
化
祭
に
出
演
す
る
に
あ
た

り
、
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

昨
年
の
第
50
回
文
化
祭
ま
で
毎
回

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
54
年
７
月
に
第
一

回
夏
祭
り
大
会
を
実
施
し
、
毎
年

文芸いしおか

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
参
加
団
体
は
民
謡
部
８

団
体
、
舞
踊
部
11
団
体
で
会
員
数

は
民
謡
部
約
１
０
０
名
、
舞
踊
部

約
１
５
０
名
で
す
。

　

各
団
体
と
も
稽
古
に
精
進
し
、

夏
祭
り
大
会
や
文
化
祭
で
そ
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
、
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
自
主
的
な
活
動
と
し

て
、
お
祭
り
な
ど
の
地
域
活
動
や

介
護
施
設
や
看
護
施
設
へ
の
訪
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
積
極
的
に

社
会
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

夏
祭
り  

民
謡
舞
踊
夢
の
競
演

日
時
／
５
月
27
日
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
／
石
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
☎
２
３
‐
９
９
８
３
（
西
牧
）

鈴
木　

君
江　

咲
き
盛
り
夜
目
に
も
白
き
桜
花

空
の
満
月
ほ
ゝ
笑
み
お
わ
す

荒
井　

幸
子　

師
を
越
へ
て
伸
び
ゆ
く
才
の
頼
も
し

く
十
五
と
思
へ
ぬ
藤
井
棋
士
な
り

　　　　　　　２３　　広報いしおか５月１日号　№３０２



わが家のアイドル

◀優しくてどんな事
も頑張る強い子！！
恐竜と妖怪の研究に
夢中です！
元気が一番！！大き
くなぁれ！！

池の台
粟野奏

そうすけ

介くん
（６歳 10か月）

◀毎日、笑い声で家
族を起こしてくれま
す。パパの肩車が大
好き！
生まれてきてくれて
ありがとう。

総社
額賀あかりちゃん
（４か月）

平成30年5月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

掲載を希望する人は秘書広聴課にご連絡ください。市の
ホームページからも申込用紙をダウンロードできます。
■ 問い合わせ　秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）

シャガ
ボタン
5/5 頃まで

Flower
　　Festival 2018

～５/13 日
開園時間／午前９時～午後５時
　５月の連休は大道芸パフォーマンスや
　　 ミニトレイン、体験教室などイベント
　　　  盛りだくさん☆
　　　　　未就学児は入園料無料。さらに
　　　　　　５月５日土こどもの日に限っ
　　　　　　　ては小中学生も無料です！
　　　　　　　　 問茨城県フラワーパーク
　　　　　　　　　　☎ 42-4111

ツツジ
シャクヤク
５月上旬～中旬

色と香りの
美しいハーモニー

茨城県フラワーパーク

　　　　開花情報は
　こちらをチェック！

シ
ャ
ガ

シ
ャ
ク
ヤ
ク



〒

あなたの

住　　所

職　　業 電話番号

※必ずご記入下さい。

の　　り　　し　　ろの　　り　　し　　ろ

の

　
　
り

　
　
し

　
　
ろ

の

　
　
り

　
　
し

　
　
ろ

の　　り　　し　　ろの　　り　　し　　ろ

名 　 前 歳

こ
の
線
に
沿
っ
て
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
下
さ
い
。

わたしの提言

承　認
石　岡　局

料金受取人払郵便
978513 0

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
長

今

　

 

泉

　

 

文

　

 

彦

行

差出有効期間
平成31 年4月
30日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に
こ
の
ま
ま

郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

市長へのたより

あなたの声を市政に！
市長へのたより

●石岡市では、より多くの皆様のご意見をお聴き
　して市政に反映させたいと考えています。
　あなたの市政全般に対するご意見やご要望、ご
　提案などをお寄せください。
●ご提案いただいた方の個人情報は一切公表しま
　せん。
●ご提案された内容と回答の概要については、広
　報紙などで公表させて頂くことがあります。

547

郵 便 は が き

封筒のつくり方

①ミシン線から
　切り取ります。

②あて先を下に
　して、内側に
　折りたたみ貼
　り合せます。

③切手を貼らず
　そのままお近
　くのポストへ
　投函してくだ
　さい。

〒

あなたの

住　　所

職　　業 電話番号

※必ずご記入下さい。

の　　り　　し　　ろ

の

　
　

り

　
　

し

　
　

ろ

の　　り　　し　　ろ

名 　 前 歳

こ
の
線
に
沿
っ
て
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
下
さ
い
。

わたしの提言

承　認
石　岡　局

料金受取人払郵便
978513 0

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
長

今

　

 

泉

　

 

文

　

 

彦

（
秘
書
広
聴
課
扱
い
）

行

差出有効期間
平成30 年4月
30日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に
こ
の
ま
ま

郵
便
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

市長へのたより

あなたの声を市政に！
市長へのたより

●石岡市では、より多くの皆様のご意見をお聴き
　して市政に反映させたいと考えています。
　あなたの市政全般に対するご意見やご要望、ご
　提案などをお寄せください。
●ご提案いただいた方の個人情報は一切公表しま
　せん。
●ご提案された内容と回答の概要については、広
　報紙などで公表させて頂くことがあります。

封筒のつくり方

①切り取り線に
　沿って紙面か
　ら切り取り、
　この面が外側
　になるように
　中央を折りま
　す。

②あて先を下に
　して、のりし
　ろを図のよう
　に貼り合わせ
　ます。

③切手を貼らず
　そのままお近
　くのポストへ
　投函してくだ
　さい。

郵 便 は が き

　石岡市では、より多くの皆様の建設的な
ご提案やご意見をまちづくりに反映させた
いと考えています。
　日ごろ考えていること、感じたことをお
気軽にお寄せください。

き 石岡市長  今泉 文彦

市長へのたより

か さだくてせ

このたなあ

い。

え、



〒

あなたの

住　　所

職　　業 電話番号

※必ずご記入下さい。

の　　り　　し　　ろの　　り　　し　　ろ

の

　
　
り

　
　
し

　
　
ろ

の

　
　
り

　
　
し

　
　
ろ

の　　り　　し　　ろの　　り　　し　　ろ

名 　 前 歳

こ
の
線
に
沿
っ
て
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
下
さ
い
。

わたしの提言

市内を循環する
バスの運行について

問高齢者が免許証を返納しても、安心し
て生活できるようにバスを運行して欲しい。

答移動が困難な方、特に高齢者の移動手
段の確保は市の抱える課題だと考えておりま
す。JR	・路線バス・乗合いタクシー・民間
タクシー等の交通機関と連携を図り、市民の
皆様がお出かけできるような交通環境に向け
た計画の策定を検討しております。

平成 29年度に寄せられた「市長へのたより」の一部（概要）をご紹介します

雨上がりでも利用できる
ブランコについて

問公園のブランコは地面がえぐれてしま
い、雨が降ると水たまりになってしまう。マッ
トを敷くのは有効的ではないか。

現在設置されているブランコは、設定
基準を参考にして着座面から地面の高さに必
要な余裕を持たせて設置しております。マッ
トを設置してしまうと、安全上必要な高さを
確保できない可能性がございます。砂の補充
など、日常管理において対応してまいります。

答
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